

子どもに語り継ぎたい節分のお話 Ⅳ 「豆まきはどこから伝わったの？」
令和８年がスタートして早くも一か月が過ぎ、２月を迎えました。年末年始の慌ただしさが落ち着くのがこの２月と言われます。あっという間に過ぎてしまった日々に、見落とし等がないかどうか確認するのも良いですね。
さて、明日２月３日(火)は節分を迎えます。今年は、寒波の襲来でたいへん寒い中での春節となります。
全国各地では、豆まきなどの行事が予定され、ニュース等をにぎわせてくれることと思いますが、この節分に行われる豆まきはいつ頃どこから伝わってきたのでしょうか？
節分の起源は、古代中国の「追儺（ついな）」という儀式にさかのぼります。追儺は、邪気を追い払うための行事で、日本に伝わる際に、大豆を使った風習が加わりました。(日本では飛鳥時代にすでに追儺を行っていたということが続日本記(しょくにほんぎ)に書かれています。)昨年度の学校だより２月号で少し触れましたが、豆は昔から「魔(ま)を滅(め)する」という意味を持っており、邪気を追い払うためにまかれるようになりました。　　　　　　　　　
その後、豆まきが一般的になり、「鬼は外、福は内」というかけ声とともに豆をまくことで、家庭の中に悪いものが入らないように願いが込められています。自分の歳の数だけ豆を食べるようになったのも、体の中に悪いものを入れこまず、健康でいられるようにとの願いからで、現在では風習として根付いています。
一方、関西をはじめ、関東、中国、四国などの地方では、豆まきというと大豆を使いますが、北海道や東北、九州などの地方では、落花生を使います。ちなみに落花生の生産量が全国一位の千葉県では、大豆で豆まきをする家庭がほとんどだそうです。
日本の伝統文化として次世代に引き継がれているさまざまな風習も、子どもたちにとっては大事な学習の一つとして、しっかり語り継いでいきたいものです。
令和7年度 後期 学校教育アンケート【保護者用】
　本年度後期分の学校教育アンケートを、２月４日(水)午後３時にミマモルメにて送信いたします。締め切りを２月９日(月)午前11時59分とさせていただきます。ご協力をお願いいたします。
なお、前期分後期分の集計結果と来年度に向けた教育活動の方向性につきましては、６年生の卒業の前までに発信させていただきます。お知り置きください。
全国的に風邪様疾患が流行しています

この時期、全国的に風邪様疾患が流行し、ＴＶや新聞での報道が盛んになってきました。体調が優れないなと感じたときには、すでに症状がでていることもあります。子どもたちをはじめ、ご家族の皆様も十分にご留意ください。
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